
 

 

 

隅田公園は、北十間川・隅田公園観光回遊路整備事業の一環として、令和元年度に日本庭園以南の第１期再整備

が完了し、令和６年度に日本庭園から言問橋までの第２期再整備が完了したところである。 

第１期・第２期再整備によって創出された浅草・東京スカイツリー間の人の流れや賑わいを、今後の再整備によ

り魅力的な南北動線を創出することで、言問橋以北へ波及させるとともに、隅田公園を核として地域への回遊を促

し、まちの魅力を向上するため、隅田公園の再整備構想を策定し、今後の再整備の方向性を確定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該地は、江戸時代には水戸徳川家の下屋敷（庭園）があり、墨堤に桜が植えられてからは、庶民の遊覧地として

当時から親しまれるなど、歴史・文化ある土地である。 

明治維新後は水戸徳川家の小梅邸として、会合や花宴等のもてなしの場となったが、大正１２年の関東大震災に

よって建物は焼失してしまった。その後、帝都復興事業にて、３列の桜並木を持つ公園道路（ブールバール）や日本

庭園（園池）がある震災復興公園として整備され、日本初のリバーサイドパークとして昭和６年に開園した。 

都から区に移管後は、昭和５２、５３年度に墨田区政３０周年記念事業として隅田公園全体の大改修を行い、長

きに渡って地域住民の方に親しまれてきたが、施設の老朽化や、東京スカ

イツリー開業などの周辺環境の変化、公園に対するニーズの多様化など、

時勢の変化に対応するために、第１期・第２期再整備を行った。 

 令和６年度には、今後の再整備の方向性を示す隅田公園の再整備構想を

策定するため、地域の方や公園を利用される方、こどもたちなどを対象と

した意向調査を行い、隅田公園の改善点として「こどもが遊べる施設の充

実」「誰もがくつろげる施設の充実」など、より魅力的な公園にするため

の意見が得られた。 

 

 

 

 隅田公園における今後の再整備の方向性については、時勢の変化に基づく社会要請や、歴史的空間性の継承を踏ま

えた検討が必要である。 

今後の再整備において解決を図るべき主要な課題は、次のとおりである。 

 社会要請に応じた更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隅 田 公 園 再 整 備 構 想 

 

 

１ 趣旨 

２ 背景 

都市整備部都市整備課 

令和７年３月３１日 

３ 隅田公園の課題 

隅田公園を核とした回遊イメージ 

震災復興当時のブールバール 

東西の人流と 
にぎわい空間 

の創出 
（１期完了） 

歴史的庭園 
空間の継承 
（２期完了） 

社会要請に応じた更新 歴史的空間性の継承 

言問橋以北への 

動線の魅力不足 

低利用率の 

施設の見直し 

ニーズに応える

施設の配置 

首都高速道路 

高架下の未活用 
細長い形態である 

公園北部の活用不足 

老齢期を迎えた 

墨堤の桜 

ブールバールの 

歴史的空間性の継承 

周辺の社寺や 

見番通りとの連携不足 

少年野球場の歴史的価値

の活用不足 

第１期再整備範囲 

第２期再整備範囲 

 利用率が低減した施設の見直し 

 言問橋以北への動線の魅力不足 

 公園利用者の多様なニーズに応える施設の配置 

 首都高速道路高架下の空間の未活用 

 細長い形態である公園北部の活用不足 

 歴史的空間性の継承 

  

北十間川・隅田公園観光回遊路整備による

浅草・東京スカイツリーを結ぶ東西軸 

隅田公園の主要な課題箇所図 

将来のイメージ 

現状の隅田公園 

震災復興当時 

(昭和 6 年)の 

計画図 

第２期再整備範囲 

第１期再整備範囲 

無電柱化整備路線 

 ブールバールの歴史的空間性の継承 

 老齢期を迎えた墨堤の桜の保全・更新 

 周辺の社寺や見番通りとの歴史的空間性の連携不足 

 日本初の少年野球場という歴史的価値の活用不足 



 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災復興当時の計画図 

ブールバール 

プロムナード 
ブールバール 

プロムナード 

ウ スポーツ・運動広場 

ア こども・交流広場 

イ 歴史の小径 

第１期再整備範囲 

第２期再整備範囲 

北十間川・隅田公園観光回遊路整備による 

浅草・東京スカイツリーを結ぶ東西軸 

寺社境内地 

広場 

水景 

寺社林／庭園既存樹 

アクセス 

[凡例] 

ア こども・交流広場 

 震災復興当時は児童用コーナーであり、現在も隅田公園で

唯一、遊具があるエリアであることから、こども向け施設

を中心とした、多世代が交流できる空間とする。 

 利用率が低減している魚つり場は閉鎖し、機能を大横川親

水公園に集約する。跡地には遊具広場や水遊び施設といっ

た、公園利用者のニーズに応じた空間に再整備する。 

 言問橋下のトンネルを活用するなど、南北の結節点を強化

し、芝生や緑陰、休憩施設や地域の催しができる広場を設

置するなど、誰もが憩える空間を創出する。 

■「ブールバール」（震災復興当時の並木のある広い道路）の継承に向けた方向性 
 

■「プロムナード」（公園とまちの一体的な空間）の創出に向けた、３つのエリアの方向性 

≪コンセプト≫ 隅田川沿いの並木のある広い道路「ブールバール」の継承と、公園とまちの一体的な空間「プロムナード」の創出 

墨堤の桜の風景 

日本初の少年野球場 

高架下の全天候型のオープンテラス 

※イメージ 

水遊び施設や広場空間 

※イメージ 

三囲神社に隣接するポケットパーク 

※イメージ 

公園に隣接する区道 

※イメージ 

４ 隅田公園再整備構想 

＜歴史ある墨堤の桜の継承＞ 

 老齢期を迎え、病気や虫害に侵されやすい状況とな

っている墨堤の桜について、保全活動による長寿命

化を継続するとともに、計画的な更新を行い、歴史

や風景を次の世代に継承していく。 

 更新に当たっては、保全活動を行っている地域住民

や専門家（樹木医等）と共に更新計画を立案する。 

  

＜全天候型公園としての活用＞ 

 首都高速道路を、天候の影響から公園利用者を守る

大きな傘と考え、未活用の高架下を、雨や夏の暑さ

でも利用できる全天候型公園として活用する。 

 高架下には、休憩施設を配置した憩いの空間、イベ

ントの開催など多目的に利用できる空間を整備す

る。 

イ 歴史の小径 

 周辺の社寺や見番通りなど、まちとのデザインの

統一化を図り、史跡やまちの歴史、古き良き文化

が感じられる、回遊して楽しめる空間に整備す

る。 

 細長い園路と緑地帯を再編し、隣接する区道と一

体的に整備するなど、開放的でウォーカブルな空

間を創出する。 

ウ スポーツ・運動広場 

 日本で最初の少年野球場及びその周辺をボールパ

ークとして整備するなど、歴史的価値を踏まえた

施設としての活用を図る。 

 隣接する銅像堀公園のスケートボードパークと一

体に、様々な運動機能とアクティビティを集約す

るなど、回遊の目的となるような空間の創出を図

る。 

地域住民による桜の保全活動 

  


